
RSNA２００５
• 持ち物を机の上に並べてみました。

– 電子機器編
– 生活編

• もちろん、こんなにたくさん持ってこなくてもぜんぜん問題あ
りません。とくに若い皆さんは、こんなに快適グッズに頼るの
はヘンです！裸一貫で不便さと異国の文化を楽しんでくださ
い。

• ちなみにバスローブなどは特別室を除いてありません。
ジャージみたいな部屋着が必要です。温水プールに入りた
い人はその用意を。（体を疲れさせるとよく眠れます）



①Windows PC･
充電器

⑤汎用

カード
リーダー

⑪iPod･充電コード・イヤホン

⑨デジカメ
充電器
（一眼デジ：
写しているので
写っていない）

⑥ ビデオ

カメラ・
充電器

④ iSight
(webcam)③延長コード

⑦携帯・
充電器

⑧マウス

②
Power
Book・
充電器

⑩音声入力用

マイク

RSNA持ち物
電子機器編

米国の場合は、コンセント形状は日本と同じで変換機は不要。電圧もほぼ同じ（110V）なので、変圧器も不要。
ヨーロッパの場合は、コンセント形状、電圧とも異なる。ただし、コンピュータなどの充電器は200V以上の入力に対応しているので、変
圧器は普通要らない（充電器に定格が書かれているのでチェック）。充電器のない電気製品は壊れるので変圧器が必要。



①携帯用ウォッシュレット

②

綿棒

⑥鍋つき
電熱器

④泥炭石せっけん
(温泉で売っているやつ）

⑤バブ

⑧タオル

⑫ビタミン剤

⑪髭剃り

⑨歯ブラシ
(電動のを持って
きたりしてます。
ただし重い）
⑩歯磨き粉
（今回忘れたので
写真なし）

RSNA持ち物
生活編

③
ブラシ

⑦携帯用
スリッパ
（飛行機でくれるもの）

⑭目薬

⑬メリットシャンプーとビオレ
(各々、旅行用のボトルに充填）



Hyatt Regency McCormik Placeの部屋

• 写真で紹介します。



Hyatt Regency McCormik Placeの部屋

この部屋は税込みでだいたい一泊250ドルぐらい。
２人でも同じ値段なので、２人でshareすれば

比較的リーズナブル。



Hyatt Regency McCormik Placeの部屋

ここからの眺めは
次のスライド



部屋からの風景

McCormik Placeの入り口が見えます。
朝のんびりしていると、どんどんタク
シーから人が降りてきて、ちょっとあせ
ります。

夜、イベントがあるのはすべてダウン
タウンですが、夜遅くはダウンタウン
から戻ってくるのが私費になるので、
そのコストがかかります。ダウンタウン
から８ドルぐらい。

その代わり、朝はコートを着る必要が
なく、だからコートチェックも不要で、そ
のまま学会場へ直行できます。

お昼ごはんも、長い列に並ばずに自
分の部屋で食べれます。カップラーメ
ンなどになるのであまりQOLは良くな
いですが、並んで買うものも五十歩百
歩ともい言えるでしょう。

私の場合は、やれカメラだビデオだと
持ち物が多くなりますので、部屋にも
どってすぐにとってこれると、便利です。



洗面台

コーヒーメーカーは
今回（2005年）あり。
無料（complementary)

歯ブラシ、歯磨き粉は
ありません。



衣装棚･荷物置き

アイロンと
アイロン台がある



浴室

最大水深は20cm程度。
深さを示すために、
そばにあったネクタイを
ハンドルにかけて撮影

シャワーにホースは
ない。アメリカではまず
ほとんどついていない。



TV setと
衣服を収納する引き出し

日本で買ってきた
食べ物が置いてある。

＜購入品目例？＞

ウーロン茶
野菜ジュース
春雨スープ
ぞうすい
ラーメン

さとうのごはん
カレー

※さとうのごはんやカレーなどは、当然なべでお湯を沸かせるものを
持っていかないと暖められませんので注意。お湯を沸かすもの（ポッ
トとか電子レンジ）は部屋にありません（たぶんホテル内にも無料で
使用できるものはなし）。
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